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主催／山形県立博物館
協力／寒河江市・JAさくらんぼひがしね・東根市・山形市郷土館・山形県さくらんぼ＆フルーツＰＲ協議会・

よねざわ昆虫館・若木開拓歴史資料館・中山町立歴史民俗資料館・七飯町歴史館・
一般社団法人山形県自動車整備振興会・株式会社天香園・株式会社森からの恵み・

　　　株式会社やまがたさくらんぼファーム・渡豊工房ほか 博物館HP Facebook Instagram X

～
山
形
県
民
、
挑
戦
の
結
実
～

さ
く
ら
ん
ぼ

チ
ャ
レ
ン
ジ
が

笑
顔
の
種

に
な
る

5/31●～8/31●

2025

9：00～16：30（入館は16時まで）

※障がい者と付き添いの方は無料

※高校生以下無料（専門学生等含む）

休館日／月曜日 並びに7月2２日、８月１２日は休館

入館料／大人300円（20名以上の団体料金150円）

学生150円（20名以上の団体料金70円）
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山形県内のさくらんぼ農家

の生活について、一年間の

作業工程や使用する道具に

ついて紹介します。

さくらんぼが届く頃まで第３章

さくらんぼ（セイヨウミザ

クラ）が日本や山形県に伝

わるまでの動向や県内の産

業の変遷や土地・品種改良

など、山形県が「さくらんぼ

県」となるまでの経緯につ

いて展示します。

紆余曲折の道を行く～さくらんぼと山形の発展～第２章

新品種やまがた紅王の紹介、

山形県のシンボルとして使

われるさくらんぼなど、さ

くらんぼ栽培開始150周

年は通過点であり、未来へ

のスタートラインとしての

現在に目を向けます。

さくらんぼとの未来～資料に込める未来へのメッセージ～第４章
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①テーマ：近代山形県の発展とさくらんぼの導入について

講師：山形大学人文社会学部准教授　小幡圭祐氏

日時・場所：6月14日（土）  13：30～15：30  当館講堂（開場13：00頃）

概要：近代期の山形県の発展や産業の変化と共にさくらんぼをめぐる動向について

申込期間：5月27日（火）～6月8日（日）

②テーマ：山形県のさくらんぼ生産や品種改良に向けた取り組みについて

講師：山形県農業総合研究センター園芸農業研究所所長  佐藤光明氏

日時・場所：7月12日（土）  13：30～15：30  当館講堂（開場13：00頃）

概要：山形県におけるさくらんぼをはじめとした果樹栽培に関する取り組みについて

申込期間：6月24日（火）～7月4日（金）

記念講演会 定員25名程度、事前申込制・先着順

①チャレンジ教室「ボタニカルアート」

講師：杉崎紀世彦氏・杉崎文子氏（ボタニカルアート作家）

日時・場所：6月29日（日）  13：30～15：30  当館講堂

概要：さくらんぼを見ながら描く植物画（ボタニカル・アート）の体験教室

申込期間：6月3日（火）～6月18日（水）

②さくらくご！

講師：春風亭昇りん氏

日時・場所：8月11日（月・祝）  当館講堂

1回目／11：00～11：45　2回目／13：30～14：15　3回目／14：45～15：30

概要：山形県出身の落語家による落語の独演会。演目は「さくらんぼ」など。

申込期間：7月8日（火）～7月25日（金）

記念イベント ①定員25名程度、②定員計120名（同じ演目で同日に3回上演）
事前申込制・先着順、①要参加料

展示解説会 下線部は子ども向け解説会

※いずれも13：30～14：00　当日受付　

①5月31日（土）　 ②6月  6日（金）　 ③6月22日（日）

④7月26日（土）　 ⑤8月16日（土）　 ⑥8月31日（日）

さくらんぼ（セイヨウミザ

クラ）の栽培方法を知るた

め、植物としての特徴を確

認します。

私、さくらんぼです！第１章

植物標本
（ヤマザクラ）

ツキノワグマはく製

農業全書（個人所蔵）

果樹剪定ばさみ

さくらんぼマンホール

さくらんぼ花鳥図文振

やまがた紅王模型

さくらんぼ木箱
（株式会社森からの恵み所蔵）

若木地区開拓資料
（若木地区開拓
資料館所蔵）

令和7年は、山形県でさくらんぼや西洋なし等の栽培が始

まってから150年の記念すべき節目の年「やまがたフルーツ

150周年」です。やまがたフルーツ150周年に向け、山形県

全体で県産フルーツを盛り上げていくため、山形県さくらん

ぼ＆フルーツPR協議会を中心に統一的なプロモーションを

展開しています。

フルーツ150周年について

　令和７（2025）年は山形県内でのさくらんぼ栽培開始から150周年を迎えます。全国の人々を楽しませて

いる真赤な果実とその味わいは、150年の歳月をかけて多くの県民によって作り上げられてきました。

　本展示会ではさくらんぼの基礎知識やその栽培に適した山形の自然環境だけでなく、山形県内の暮らしや

産業の移り変わりなどに関わる資料を展示し、山形県のシンボル「さくらんぼ」に秘められている魅力と新た

なる可能性に注目します。


